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ノレサ！ソレサ！
　板柳町の夏祭り「りんご灯まつり」

板
いたやなぎまち

柳町

　毎年８月に開催される「りんご灯まつり」。今年は８月９日、10日の２日間、板柳町役場を主会場に行われます。りんごの豊
作と作業の安全を祈願するこの祭りのメインは、たわわに実るりんごを提灯で表した「りんご山笠」。「ノレサ！ソレサ！」の掛
け声で町内を練り歩きます。その他、盛り沢山の催しがあります。
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２

町村財政基盤の充実・強化等を訴える

平成31年度重点施策提案に係る
国会議員説明会

県・市長会・町村会３団体合同で

関会長が地方創生の推進、地方財政基盤の充実・強化を訴える

　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
津
島
淳
衆
議
院
議
員
、
木
村

次
郎
衆
議
院
議
員
、
江
渡
聡
徳
衆

議
院
議
員
、
滝
沢
求
参
議
院
議
員
、

田
名
部
匡
代
参
議
院
議
員
ほ
か
代

理
と
し
て
国
会
議
員
秘
書
が
出
席

し
た
。

　

ま
た
、
本
会
か
ら
は
関
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
十
五
人
、
県

か
ら
は
三
村
知
事
ほ
か
副
知
事
と

関
係
部
局
長
、
県
市
長
会
か
ら

は
小
野
寺
会

長
（
青
森
市

長
）
ほ
か
各
市

長（
代
理
含
む
）

な
ど
、
約
百
三

十
人
が
出
席
し

た
。

　

説
明
会
で
は
、

三
村
知
事
が

「『
青
森
県
基
本

計
画
未
来
を
変

え
る
挑
戦
』
は

最
終
年
度
を
迎

え
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
成

果
が
各
分
野
に

お
い
て
着
実
に

現
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
計
画

の
総
仕
上
げ
と

次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
た
め

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
団
体
合
同
に
よ
り
、
六
月
十
日
、
青
森
市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル

で
平
成
三
十
一
年
度
重
点
施
策
提
案
に
係
る
国
会
議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
関
会
長
、
浜
谷
副
会
長
、
吉
田
副
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
が
出
席
し
、
県

選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
地
方
創
生
の
推
進
や
町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
な
ど
七
項
目
の
重

点
施
策
を
説
明
し
、
実
現
へ
協
力
を
求
め
た
。

説明会には約130名が出席

町村財政基盤の充実・強化等を訴える

県・市長会・町村会３団体合同で



３

の
重
要
な
一
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
成
果
を
着
実
に
積
み
重

ね
た
い｣
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た

後
、
県
、
市
長
会
、
本
会
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
重
点
施
策
提
案
が
説
明
さ

れ
、そ
の
後
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
の
提
案
は
、
関
会
長

が
「
町
村
は
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
行
や
人
口
減
少
等
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に

向
け
て
地
方
創
生
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
の
で
、
町
村
が
取
り
組

む
支
援
に
つ
い
て
ご
支
援
願
う
と

と
も
に
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
の
確
実
な
確
保
、
地
域

医
療
の
確
保
・
充
実
、
農
林
水
産

業
の
振
興
等
も
重
要
課
題
で
あ
り

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
引
き

続
き
本
会
事
務
局
か
ら
、
地
方
創

生
の
推
進
や
町
村
財
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
な
ど
、
七
項
目
の
重
点

施
策
提
案
を
説
明
し
た
。（
本
会

重
点
施
策
提
案
説
明
項
目
は
左
記

の
と
お
り
。）

　

県
か
ら
は
、農
山
漁
村
の
維
持
・

発
展
に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
策

の
充
実
に
つ
い
て
な
ど
二
十
項
目
、

市
長
会
か
ら
は
、
訪
日
外
国
人
宿

泊
客
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

の
継
続
的
な
獲
得
に
つ
い
て
な
ど

十
二
項
目
の
重
点
施
策
提
案
を
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
国
会
議
員
か
ら
は
、「
地

方
財
政
対
策
、
地
方
創
生
、
人
口

減
少
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

我
々
も
引
き
続
き
汗
を
流
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
方

の
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

我
々
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

県選出国会議員５名が出席

岸田自由民主党政調会長へ提案書を提出

　

本
会
は
、
県
、
市
長
会
の
三
団

体
合
同
に
よ
り
六
月
十
八
日
、
東

京
都
内
で
、
自
由

民
主
党
を
は
じ
め
、

内
閣
官
房
、
総
務

省
、
財
務
省
、
厚

生
労
働
省
、
農
林

水
産
省
、
国
土
交

通
省
、
環
境
省

に
対
し
、
平
成

三
十
一
年
度
の
重

点
施
策
提
案
を

行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
関

会
長
が
出
席
し
、

自
由
民
主
党
の
岸

田
政
務
調
査
会
長
、

上
月
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
、
武
部

環
境
大
臣
政
務
官

及
び
関
係
省
庁
幹

部
に
面
談
の
う
え
、

本
県
の
実
情
を
強
く
訴
え
施
策
の

実
現
を
求
め
た
。

関
係
省
庁
等
に
重
点
施
策
提
案
活
動

１．地方創生の推進について
２．地方財政基盤の充実・強化について
３．医療・保健・福祉施策の強力な推進について
　（１）地域医療の確保・充実について
　（２）総合的な子育て支援について
４．農林水産業の振興について
　（１）農業の振興について
　（２）林業・水産業の振興について
５．社会基盤の整備促進について
　（１）道路の整備等について
　（２）防災・減災・老朽化対策の強化について
　（３）治水対策について
６．観光客誘客対策の推進について
７．環境保全対策の推進について

本会重点施策提案説明事項



４

　

会
議
は
、
県
側
か
ら
三
村
知
事

ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県
民

局
長
、
本
会
か
ら
関
会
長
を
は
じ

め
県
内
全
三
十
町
村
長
（
代
理
含

む
）
と
各
郡
町
村
会
事
務
局
長
等

が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
関
会
長
が
県
に
対
す
る

提
言
を
述
べ
、
県
担
当
部
局
か
ら

は
、
当
日
回
答
の
項
目
に
対
す
る

所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。（
概
要
は

後
述
の
と
お
り
。）

　

次
に
、
県
・
町
村
共
通
の
政
策

課
題
と
し
て
、
県
提
出
の
「『
青

森
県
型
地
域
共
生
社
会
』
の
実
現

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」、
及

び
本
会
提
出
の
「
健
康
づ
く
り
の

強
化
と
医
師
確
保
対
策
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た
。

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一

部
抜
粋
。
項
目
番
号
は
左

記
の
提
言
項
目
番
号
に
符

合
）

５
．
医
療
・
保
健
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

（
３
）
健
康
づ
く
り
と
平

均
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

＝
県
で
は
平
成
二
十
五
年

三
月
に｢

健
康
あ
お
も
り

21（
第
二
次
）｣

を
策
定
し
、

早
世
の
減
少
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
よ
る
全
国
と
の
健
康
格
差
と
の

縮
小
を
目
指
し
て
、
喫
煙
防
止
対

策
、
肥
満
予
防
対
策
、
自
殺
予
防

対
策
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
多
く
の
町
村
で
健
康
宣

言
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
今
後
は
健
康
宣
言
で
掲
げ

た
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
村
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
課
題
を
分
析
し
、
優
先
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し

て
健
康
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

（
４
）
広
域
的
救
急
医
療
対
策
に

つ
い
て
＝
平
成
二
十
五
年
か
ら
岩

手
県
、
秋
田
県
と
と
も
に
、
自
県

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
対
応
で
き
な

い
場
合
に
他
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
出
動
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
北
東
北
三
県
に
よ
る
広

域
連
携
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
都
道
府
県

単
位
で
の
運
用
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

も
、
引
き
続
き
北
東
北
三
県
に
お

い
て
出
動
内
容
や
件
数
と
い
っ
た

運
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
、
協
議

し
て
い
く
。

７
．
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

（
５
）
県
産
農
林
水
産
品
の
販
路

拡
大
と
６
次
産
業
化
等
に
つ
い
て

②
輸
出
拡
大
に
つ
い
て=

県
で

は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の
五
か

年
を
期
間
と
す
る｢

青
森
県
輸
出

拡
大
戦
略
」
を
策
定
し
、
ア
ジ
ア

地
域
を
中
心
に
県
産
品
の
輸
出
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
青
森
り

ん
ご
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
し
、

農
水
産
物
の
認
知
度
向
上
と
販
売

ル
ー
ト
開
拓
を
進
め
た
い
。

（

７）

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推

進
に
つ
い
て=

全
国
的
に
狩
猟

者
は
減
少
、
高
齢
化
の
傾
向
に
あ

関会長が本会主要施策について提言 本
会
提
言
に
対
す
る

県
所
見　
　
　
　
　

｢青森県型地域共生社会｣ の実現に向けた取組、
健康づくりの強化と医師確保対策について意見交換

平成30年度市町村長会議（町村の部）

医療・保健・福祉・子育て支援施策の推進など
10項目を提言

　

県
は
、
六
月
六
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
平

成
三
十
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
関
会
長
を
は
じ
め
各
町
村
長
が
出
席
し
、
県
に

対
し
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
な
ど

十
項
目
の
提
言
事
項
を
説
明
し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。



５

る
が
、
本
県
も
同
様
で
あ
る
。
県

で
は
、
野
生
鳥
獣
管
理
の
担
い
手

と
な
る
狩
猟
者
を
確
保
す
る
た

め
、
狩
猟
免
許
試
験
の
回
数
を
増

や
す
と
と
も
に
、
狩
猟
に
関
す
る

知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た｢

森
の
番
人
養
成
ス
ク
ー
ル｣

や
、
狩
猟
体
験
ツ
ア
ー
、
狩
猟
の

魅
力
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る｢

狩
猟
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
こ
れ

ら
の
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
狩

猟
者
の
育
成
と
確
保
に
取
り
組
み

た
い
。

８
．
社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
１
）
防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
＝
東
日
本
大
震
災
以

降
も
人
命
を
脅
か
す
災
害
は
全
国

的
に
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

対
応
は
大
規
模
化
、
多
様
化
し
て

い
る
。
県
で
は
、
危
機
管
理
、
防

災
対
策
に
一
元
的
に
対
応
す
る
た

め
の
組
織
と
し
て
危
機
管
理
局

を
平
成
二
十
八
年
度
に
設
置
し
、

様
々
な
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
た
。
具
体
的
な
取
組
の
進

行
に
は
各
市
町
村
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
市
町

村
と
連
携
し
つ
つ
対
応
し
た
い
。

９
．
観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

　

つ
い
て
＝
北
海
道
新
幹
線
の
開

業
効
果
を
最
大
限
に
獲
得
す
る
た

め
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
大
型

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
積
極

的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
誘
客
を
促
進

す
る
た
め
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を

積
極
的
に
取
り
込
み
な
が

ら
、
多
様
な
交
通
機
関
を

組
み
合
わ
せ
た
立
体
観
光

を
引
き
続
き
推
進
し
た

い
。
今
後
も
各
市
町
村
や

関
係
機
関
、
北
海
道
や
東

北
各
県
と
と
も
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
様
々
な
誘
客

対
策
を
実
施
す
る
が
、
各

市
町
村
も
さ
ら
な
る
観
光

力
強
化
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

平成30年度市町村長会議（町村の部）提言項目
１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

３　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

４　

海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
）
海
岸
漂
着
物
等
の
回
収
・
処
理
対
策
に
つ

い
て

　
（
２
）
国
外
か
ら
の
漂
着
木
造
船
等
対
策
に
つ
い

て

５　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

　（

１）

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　（

２）

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

　（

３）

健
康
づ
く
り
と
平
均
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て

　（

４）

広
域
的
救
急
医
療
対
策
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　（
１）

農
業
の
持
続
的
発
展
・
競
争
力
強
化
に
つ

い
て

　
　

①
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対
応
し
た
農
業
対
策
に

つ
い
て

　
　

②
米
政
策
改
革
に
つ
い
て

　（

２）

担
い
手
の
育
成
・
確
保
及
び
労
働
力
不
足

対
策
に
つ
い
て

　（

３）

「
青
天
の
霹
靂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
県
産

米
の
評
価
向
上
に
つ
い
て

　（

４）

り
ん
ご
経
営
安
定
対
策
等
の
推
進
に
つ
い

て

　（

５）

県
産
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大
と
6
次
産

業
化
等
に
つ
い
て 

　
　

①
販
路
拡
大
等
に
つ
い
て

　
　

②
輸
出
拡
大
に
つ
い
て 

　（

６）

適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進

等
に
つ
い
て 

　（

７）

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

　（

８）

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い

て 

８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て 

　（

１）

防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　（

２）

道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の

確
保
に
つ
い
て

　（

３）

主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　（

４）

下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等

の
整
備
に
つ
い
て

　（

５）

市
町
村
道
除
排
雪
費
の
確
保
に
つ
い
て

　（

６）

函
館
〜
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運

航
に
向
け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　（

７）

一
級
河
川
岩
木
川
及
び
馬
淵
川
の
整
備
促

進
等
に
つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

10　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
つ
い
て

三村知事が県と町村とのより一層の連携を呼びかける



６

　

本
会
は
五
月
三
十
一
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
正
副
会
長
・

理
事
・
監
事
・
政
務
調
査
委
員
長
・

顧
問
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
関
会
長
は
じ
め
役
員
町

村
長
十
六
人
。

　

会
議
で
は
、
六
月
十
日
に
県
、

市
長
会
と
三
団
体
合
同
に
よ
り
実

施
す
る
平
成
三
十
一
年
度
重
点
施

策
提
案
に
係
る
国
会
議
員
説
明
会

で
の
本
会
か
ら
の
提
案
事
項
を
協

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項　

○
平
成
三
十
一
年
度
重
点
施
策
提

案
に
係
る
国
会
議
員
説
明
会
等
に

つ
い
て
＝
本
会
か
ら
の
提
案
項
目

を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。（
説

明
会
の
概
要
は
、
本
紙
二
、
三
頁

参
照
。）

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
自
治
の
確
立
及
び
町
村

　

本
会
は
五
月
十
七
日
、
青
森
市

の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
町
村
総
務

課
長
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
町
村
総
務
担
当
課
長
等
三
十
四

人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
が
町

村
長
健
康
管
理
研
修
、
顧
問
弁
護

士
、
脳
ド
ッ
ク
助
成
金
な
ど
総
務

関
係
十
一
項
目
、
業
務
共
済
課
が

各
種
研
修
、
町
村
職
員
統
一
採
用

試
験
、
町
村
自
治
振
興
調
査
研
究

事
業
な
ど
業
務
関
係
十
二
項
目
、

全
国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険

に
つ
い
て
な
ど
共
済
関
係
三
項
目
、

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
が
徴
収

実
績
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
各

業
務
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

　

引
き
続
き
、
株
式
会
社
田
中
危

機
管
理
広
報
事
務
所
・
代
表
取
締

役
社
長
の
田
中
正
博
氏
が｢

組

織
・
行
政
の
危
機
管
理
〜
危
機
の

未
然
防
止
策
と
危
機
発
生
時
の
対

応
〜
」
と
題
し
講

演
し
た
。

　

講
演
で
は
、
不

祥
事
を
招
く
原
因

と
未
然
防
止
策
に

つ
い
て
、
実
際
に

発
生
し
た
事
例
を

交
え
な
が
ら
説
明

し
た
。

　

危
機
の
九
割
は

現
場
で
発
生
し
て

い
る
が
、
そ
の
原

因
は
仕
事
の
慣
れ

に
よ
る
甘
い
認
識

や
、
誰
か
に
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
意
識
の
欠
如
、

前
例
や
慣
例
主
義
と
い
っ
た
意
識

の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
危
機
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
部
下
の

仕
事
に
関
心
を
持
っ
て
声
を
か
け

る
こ
と
や
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
と
い
っ
た
、

日
常
か
ら
の
管
理
職
に
よ
る
部
下

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る

と
し
た
。

　

ま
た
、
も
し
も
実
際
に
不
祥
事

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
際
に
は
、

迅
速
に
第
一
報
を
ト
ッ
プ
に
報
告

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

情
報
の
精
度
よ
り
も
速
度
を
重
視

す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

３　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

４　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
強
力
な
推
進
に

つ
い
て

⑴　

地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

に
つ
い
て

⑵　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

⑶　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
に
つ
い
て

５　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て⑴　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

⑵　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

⑶　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

６　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

⑴　

防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対

策
の
強
化
に
つ
い
て

⑵　

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

⑶　

治
水
対
策
に
つ
い
て

⑷　

海
上
・
沿
岸
警
備
の
強
化

に
つ
い
て

７　

雇
用
施
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

８　

観
光
客
誘
客
対
策
に
つ
い
て

９　

情
報
化
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
10　

原
子
力
施
設
等
の
安
全
対
策

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て

国
へ
の
重
点
施
策
提
案
事
項

等
を
決
定

役
員
合
同
会
議

本
会
主
要
事
業
を
説
明

危
機
管
理
の
講
演
も
開
催

町
村
総
務
課
長
会
議

危機管理について講演する田中講師



７

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
三
つ
の

各
団
体
は
、
五
月
三
十
一
日
、
青

森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成
三
十

年
度
理
事
会
、
総
会
を
開
催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
平
成
二
十
九
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成
三

十
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等

を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
県
支
部
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
関
会
長
（
西
目
屋

村
長
）
を
は
じ
め
、理
事
十
人
（
代

理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、野
坂
支
部
長（
横

浜
町
長
）
を
は
じ
め
理
事
十
一
人

が
出
席
し
、
収
支
予
決
算
等
を
承

認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
山
田
大
鰐
町
長
（
過
疎
地
域

対
策
部
会
長
兼
任
）、
副
支
部
長

に
久
慈
蓬
田
村
長
（
山
村
振
興
部

会
長
兼
任
）、
船
橋
平
内
町
長
を

選
任
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）
を
は
じ
め
会
員
市
町
村

か
ら
四
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

事業計画等を審議した青森県広報広聴協議会理事会

会　

長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
会
長

　

小
野
寺　

晃　

彦（
青
森
市
長
）

　

原　

田　

啓　

一（
県
企
画
政
策
部
長
）

理　

事
櫻　

田　
　
　

宏（
弘
前
市
長
）

小　

林　
　
　

眞（
八
戸
市
長
）

髙　

樋　
　
　

憲（
黒
石
市
長
）

平　

山　

誠　

敏（
五
所
川
原
市
長
）

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

宮　

下　

宗
一
郎（
む
つ
市
長
）

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

長　

尾　

忠　

行（
平
川
市
長
）

久　

慈　

修　

一（
蓬
田
村
長
）

成　

田　
　
　

誠（
板
柳
町
長
）

山　

田　

年　

伸（
大
鰐
町
長
）

中　

谷　

純　

逸（
野
辺
地
町
長
）

金　

澤　

満　

春（
大
間
町
長
）

三　

浦　

正　

名（
五
戸
町
長
）

支
部
長

　

山　

田　

年　

伸

（
大
鰐
町
長
）〈
過
〉

　
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

副
支
部
長

　

久　

慈　

修　

一

（
蓬
田
村
長
）〈
山
〉

　（

山
村
振
興
部
会
長
兼
任）

　

船　

橋　

茂　

久

（
平
内
町
長
）〈
過
〉

理　

事

　

平　

山　

誠　

敏

（
五
所
川
原
市
長
）〈
過
〉

　

長　

尾　

忠　

行

（
平
川
市
長
）〈
山
〉

　

関　
　
　

和　

典

（
西
目
屋
村
長
）〈
山
〉

　

成　

田　
　

誠

（

板
柳
町
長）

〈
過
〉

　

濱　

舘　

豊　

光

　（

中
泊
町
長）

〈
山
〉

　

野　

坂　
　
　

充

（

横
浜
町
長）

〈
山
・
過
〉

　

冨　
岡　
　
　

宏

　（

風
間
浦
村
長）

〈
山
〉

　

樋　

口　

秀　

視

　（

佐
井
村
長）

〈
過
〉

　

松　

尾　

和　

彦

　（

三
戸
町
長）

〈
山
〉

　

櫻　

井　

雅　

洋

　（

新
郷
村
長）

〈
過
〉

※
〈
山
〉
は
山
村
担
当
理
事

※
〈
過
〉
は
過
疎
担
当
理
事

支
部
長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
支
部
長

　

吉　

田　
　
　

満（
深
浦
町
長
）

会　

員

　

青

森

市

　

黒

石

市

　

十

和

田

市

　

平

川

市

　

鰺

ヶ

沢

町

　

三　

戸　

町

　

種　

市　

一　

正（
三
沢
市
長
）

　

船　

橋　

茂　

久（
平
内
町
長
）

　

樋　

口　

秀　

視（
佐
井
村
長
）

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
29
市
町
村
）

青
森
県
町
村
会
内
部
団
体

協
議
会
共
通
監
事

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
8
市
町
村
）

平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決
定

各
団
体
理
事
会
・
総
会

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

（
会
員
数
＝
県
・
40
市
町
村
）

本
会
に
事
務
局

を
置
く
各
団
体

役
員
名
簿

（
平
成
30
年
７
月
１
日
現
在
）



８

　

本
会
は
六
月
六
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
総
務
厚

生
委
員
会
並
び
に
産
業
経
済
委
員

会
を
開
催
し
、
県
各
部
局
か
ら
県

主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

総
務
厚
生
委
員
会

　

平
田
副
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長
の

選
任
を
行
い
、
野
坂
横
浜
町
長
を

選
任
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
総
務
部
市
町
村

課
の
米
田
課
長
か
ら
「
町
村
に
お

け
る
行
財
政
に
係
る
課
題
等
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
人
事
評
価
制
度

や
市
町
村
間
連
携
の
推
進
等
行
政

運
営
の
ほ
か
、
市
町
村
に
お
け
る

財
政
健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
策

定
等
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
県
健
康
福
祉
部
の
菊
地

部
長
か
ら
「
平
成
三
十
年
度
県
健

康
福
祉
部
の
主
要
施
策
」
と
題
し
、

「
青
森
県
型
地
域
共
生
社
会｣

の

実
現
に
向
け
た
健
康
福
祉
行
政
の

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
町

村
の
取
組
に
対
応
す
る
チ
ー
ム
編

成
や
将
来
を
見
据
え
た
地
域
医
療

提
供
体
制
の
構
築
、
ま
た
、
県
健

康
経
営
認
定
制
度
等
、
企
業
等
へ

の
働
き
か
け
に
係
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

産
業
経
済
委
員
会

　

鈴
木
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

県
農
林
水
産
部
の
高
谷
部
長
か
ら

「
県
農
林
水
産
部
の
平
成
30
年
度

主
要
施
策
」
と
題
し
、
高
品
質
な

県
産
品
づ
く
り
と
販
路
開
拓
で
経

済
を
回
す
産
業
力
の
強
化
や
、
多

様
な
担
い
手
で
農
林
漁
村
を
支
え

る
地
域
力
の
強
化
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
県
観
光
国
際
戦
略
局
の

秋
田
局
長
か
ら
「
青
森
県
の
観
光

国
際
戦
略
」
と
題
し
、
未
来
へ
の

あ
お
も
り
観
光
戦
略
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
や
本
県
観
光
の
現
状
、
平

成
三
十
年
度
の
本
県
の
主
要
観
光

施
策
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

出
席
者
ら
は
県
の
施
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

認
定
制
度
を
活
用
し
た
複
数
の
青

森
県
自
治
体
と
、
複
数
の
東
京
二

十
三
区
に
よ
る
地
域
再
生
計
画
の

共
同
策
定
、
及
び
東
京
区
政
会
館

等
を
会
場
と
し
た
全
国
連
携
展
示

に
つ
い
て
、
市
長
会
と
特
別
区
長

会
か
ら
説
明
し
た
。

総
務
厚
生
・
産
業
経
済
両
委
員
会
を
開
催

　

県
主
要
施
策
等
で
意
見
交
換

総務厚生委員会で健康福祉部が主要施策を説明

産業経済委員会で農林水産部が主要施策を説明

地域再生計画の共同策定について説明

　

六
月
十
二
日
、
本
会
は
県
市
長

会
と
合
同
に
よ
り
、青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
特
別
区
長
会

と
の
連
携
事
業
に
係
る
市
町
村
説

明
会
を
開
催
し
、｢

特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
つ
い
て

理
解
を
求
め
た
。

　

特
別
区
全
国
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
東
京
と
地
方

と
の
共
存
共
栄
、

相
互
補
完
に
よ
る

地
域
課
題
の
克
服

等
を
目
標
に
、
市

長
会
・
町
村
会
と

の
広
域
連
携
の
推

進
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成
二

十
八
年
に
は
本
会

及
び
青
森
県
市
長

会
も
特
別
区
長
会

と
の
間
で
連
携
協

力
に
関
す
る
協
約

を
締
結
し
て
い
る
。

　

説
明
会
で
は
、

県
市
長
会
の
佐
藤

常
務
理
事
に
よ
る

挨
拶
の
後
、
地
域

再
生
法
に
基
づ
く

特
別
区
長
会
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て
説
明

両
地
域
の
発
展
と
成
長
に
向
け
て



９

本
会
Ｈ
Ｐ
に

動
画
を
掲
載
中

　

本
会
で
は
、
県
内
三
十
町
村
の

情
報
を
首
都
圏
へ
発
信
す
る
テ
レ

ビ
番
組
「
梅
沢
富
美
男
の
あ
お
も

り
ま
ち
・
む
ら
情
報
局
」
を
企
画

し
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｍ
Ｘ
で
三
月

三
日
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
放
送

し
ま
し
た
。
梅
沢
富
美
男
氏
が
総

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

　

本
紙
平
成
三
十
年
四
月
号
の
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し

ま
す
。

　

表
紙
「
№
１
２
１
９
」
は
、
正

し
く
は
「
№
１
２
１
８
」
で
す
。

　

八
ペ
ー
ジ
平
成
二
十
九
年
度
町

村
職
員
採
用
試
験
申
込
者
数
の
表

中
、「
上
級
建
築
」
と
あ
る
の
は
、

正
し
く
は
「
上
級
保
健
師
」
で
す
。

　

十
ペ
ー
ジ
町
村
長
選
挙
結
果
の

南
部
町
長
工
藤
祐
直
氏
の
年
齢

「（
58
）」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く

は
「（
62
）」
で
す
。

　

裏
表
紙
随
想
「
第
36
話
」
は
、

正
し
く
は
「
第
37
話
」
で
す
。

　

当
灯
台
は
、
東
北
初
の
洋
式
灯

台（
レ
ン
ガ
造
り
で
日
本
一
高
い
）

と
し
て
点
灯
し
、
日
本
初
の
電
気

式
灯
台
な
ど
最
先
端
の
機
器
・
技

術
で
海
上
交
通
の
安
全
を
支
え
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
貴
重
さ
等
か

ら
「
日
本
の
灯
台
五
十
選
」「
国

の
登
録
有
形
文
化
財
」、ま
た
、「
恋

す
る
灯
台
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
寒
立
馬
と
と
も
に
見
ら
れ

る
安
ら
ぎ
の
風
景
を
ぜ
ひ
ご
覧
に

お
越
し
下
さ
い
。

○
期
間　

平
成
三
十
年
六
月
一
日

（
金
）
〜
九
月
二
日
（
日
）

※
荒
天
時
等
は
公
開
中
止
。

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※
次
年
度
か
ら
は
、
四
月
下
旬
か

ら
十
一
月
上
旬
を
予
定
。

　

津
軽
半
島
「
外
ヶ
浜
」
特
産
市

を
新
青
森
駅
の
「
旬
味
館
」
で
六

月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
一
週

間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。　

　

初
日
に
は
、
山
﨑
町
長

が
着
物
姿
で
店
頭
に
立
ち
、

観
光
客
に
特
産
品
の
説
明

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡

し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　

外
ヶ
浜
町
は
多
く
の
農

林
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
す
が
、
今
回
販
売
し

た
特
産
品
は
、
い
わ
し
の

焼
干
し
を
は
じ
め
、
今
が

旬
の
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
佃

煮
や
辛
み
そ
、
浜
干
し
と

い
っ
た
加
工
品
や
、
米
粉

を
使
っ
た
パ
ン
や
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
、
笹
餅
、
根
曲
が
り
竹

の
缶
詰
、
カ
シ
ス
ジ
ャ
ム
な
ど
二

十
種
類
が
店
頭
に
並
べ
ら
れ
、
訪

れ
た
観
光
客
は
気
に
入
っ
た
商
品

を
手
に
取
り
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

又
、
同
町
の
ホ
タ
テ
加
工
業

者
「
北
福
海
産
」
が
、
活
ホ
タ
テ

と
冷
凍
ホ
タ
テ
の
販
売
・
発
送
を

行
っ
て
お
り
、
ホ
タ
テ
の
大
き
さ

や
バ
タ
ー
醤
油
で
味
付
け
さ
れ
た

試
食
を
食
べ
、
そ
の
お
い
し
さ
に

驚
く
場
面
も
見
ら
れ
る
な
ど
大
好

評
で
し
た
。

　

町
に
は
も
っ
と
沢
山
の
特
産
物

や
特
産
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

回
の
特
産
市
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
を
増
や
す
取
り
組
み
を
今

後
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
、
外
ヶ
浜
町
を
も
っ
と
元
気
に

し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

東
通
村
役
場
経
営
企

画
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

電
話
番
号　

０
１
７
５
―
２
７
―

２
１
１
１

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
兼
Ｐ
Ｒ
局
長
と

し
て
出
演
し
、
特
産
品
や
イ
ベ
ン

ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
各
町
村

い
ち
押
し
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
さ
れ
た
番
組
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
！

http://www.aom
ori-chousonkai.jp/

着物姿で店頭に立つ山﨑外ヶ浜町長（左）

「
梅
沢
富
美
男
の
あ
お
も
り
ま
ち
・
む
ら
情
報
局
」

「
梅
沢
富
美
男
の
あ
お
も
り
ま
ち
・
む
ら
情
報
局
」

本
会
Ｈ
Ｐ
に

動
画
を
掲
載
中

｢｢

尻
屋
尻
屋
埼埼
灯
台
灯
台｣｣

が
一
般
の
方
々
へ
の

が
一
般
の
方
々
へ
の

公
開
を
始
め
ま
す

公
開
を
始
め
ま
す

外
ヶ
浜
町

外
ヶ
浜
町
をを
も
っ
と
元
気

も
っ
と
元
気
にに
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日
本
広
報
協
会
は
、
四
月
二
十

四
日
、
平
成
三
十
年
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
を
発
表
し
、

本
県
推
薦
の
弘
前
市
「
広
報
ひ
ろ

さ
き
（
平
成
29
年
３
月
１
日
号
）」

が
広
報
紙
（
市
部
）
で
入
選
に
入

賞
し
た
。

　

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広

報
紙
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
写

真
、
映
像
、
広
報
企
画
の
五
媒
体

十
部
門
が
対
象
で
、
同
作
品
は
本

会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報
広
聴

協
議
会
が
今
年
一
月
に
開
催
し
た

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
の
審

査
を
経
て
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
さ
れ
て
い
た
。

　

本
県
推
薦
作
品
の
入
賞
は
、
昨

年
に
続
い
て
の
快
挙
と
な
っ
た
。

を
修
め
た
団
体
に
対
し
表
彰
状
を

授
与
し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
広
報
広
聴
課
よ

り
今
年
度
の
年
間
重
点
広
報
計
画

の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

研
修
で
は
、
株
式
会
社
こ
と
の

は
本
舗
代
表
取
締
役
の
小
田
順
子

氏
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時

代
の
文
章
術
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

小
田
講
師
は
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
の
審

査
委
員
と
し
て
の
経
験
等
を
踏
ま

え
、
文
章
表
現
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お

け
る
文
章
術
を
説
明
。

　

文
章
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い

る
原
因
は
、
文
学
作
品
と
ビ
ジ
ネ

ス
文
章
、
公
用
文
と
広
報
文
、
広

報
と
広
告
の
三
つ
を
混
同
し
て
い

る
こ
と
に
あ
り
、
読
み
手
に
わ
か

り
や
す
く
書
く
た
め
に
は
、
見
や

す
く
、
理
解
し
や
す
い
文
書
を
書

く
必
要
が
あ
る
。
読
み
た
く
な
る

文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
具
体
的
に
設
定
し
、
何

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
を
示
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
漢
字
を
使
用
す
る
際
の

ル
ー
ル
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
文

章
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
も
講

義
し
た
。

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

六
月
二
十
六
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
人
物
試
験
評

価
者
講
習
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員

等
三
十
五
人
。

　

本
会
の
小
笠
原
常
務
理
事
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
公
益
財
団
法
人

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
事

務
局
参
与
の
袴
田
勝
紀
氏
が
、
面

接
試
験
の
基
礎
知
識
や
質
問
・
評

価
の
技
法
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

袴
田
氏
は
「
人
物
試
験
の
役
割
は
、

人
柄
、
対
人
関
係
能
力
な
ど
、
筆

記
試
験
で
は
把
握
し
に
く
く
、
し

か
も
職
務
遂
行
に
重
要
な
影
響
を

及
ぼ
す
人
物
面
の
資
質
を
検
証
す

る
こ
と
。
受
験
者
本
来
の
姿
を
把

握
す
る
た
め
、
面
接
で
は
受
験
者

自
身
の
言
葉
に
よ
る
表
現
を
引
き

出
す
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
意

識
し
た
質
問
展
開
を
活
用
し
て
、

過
去
の
具
体
的
な
体
験
を
聞
き
、

行
動
や
そ
の
意
図
・
成
果
な
ど
に

注
目
し
な
が
ら
質
問
を
展
開
す
る

な
ど
、
回
答
の
内
容
に
つ
い
て
具

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
本
会
、
県
市
長

会
、
県
市
町
村
振
興
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
六
月
二
十
五
日
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

県
市
町
村
広
報
広
聴
担
当
者
研
修

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町

村
の
広
報
広
聴
担
当
者
四
十
九
名
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
平
成
三
十

年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を

行
い
、
広
報
紙
総
合
の
部
特
選
の

弘
前
市
を
は
じ
め
、
広
報
紙
、
写

真
、
映
像
各
部
門
で
優
秀
な
成
績

体
的
に
深
く
聞
い
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
面
接
者
の

役
割
・
責
任
も
重
み
を
増
し
て
い

る
。
面
接
者
は
、
採
用
対
象
職
務

の
内
容
や
求
め
る
人
物
像
を
理
解

し
た
う
え
で
適
切
な
面
接
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
守
秘
義
務
を
遵

守
す
べ
き
で
あ
る
。
評
価
に
役
立

つ
有
効
な
情
報
を
得
る
に
は
、
質

問
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
面
接
者
も
訓
練
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
模
擬
面
接
試
験
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
後
は
、
評
定
票
を
使
用
し
、

評
定
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
評
価

す
る
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
出
席

者
が
面
接
試
験
官
役
、
受
験
者
役
、

観
察
者
役
に
分
か
れ
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
を
意
識
し
た
質
問
の
展
開

等
に
つ
い
て
模
擬
面
接
の
実
習
を

行
っ
た
。

本
県
か
ら
弘
前
市

が
二
年
連
続
入
賞

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

文
章
表
現
の

技
術
を
習
得

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会

質
問
・
評
価
の
技
法
を
学
ぶ

人
物
試
験
評
価
者
講
習

面接試験での質問展開を説明する袴田講師

小田講師が伝わりやすい文章の書き方を説明
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成30年７月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ 33.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ 33.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ 33.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ 34. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ 34. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ 34. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ 34. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ 33.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
六
ヶ
所
村
長

選
挙
は
、
六
月
二
十
四
日
、
投
開

票
が
行
わ
れ
、
現
職
の
戸
田
衛
氏

（

71）

が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
副
村
長
、
村
総
務
課

長
　

任
期
満
了
に
伴
う
佐
井
村
長
選

挙
は
、
四
月
十
七
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
樋
口
秀
視
氏
（
67
）
が
無

投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
教
育
長
、
村
総
務
課

長

六
ケ
所
村
長　

戸と

田だ　
　

衛ま
も
る　

氏

佐
井
村
長　

樋ひ

口ぐ
ち　

秀ひ
で

視み　

氏

町
村
長
選
挙
結
果

１．日時
　　平成30年８月２日 (木 )
　　午後１時～午後２時35分

２．場所
　　青森市
　　アップルパレス青森
　　３階　｢ねぶたの間｣

３．講師
　　島根大学教育学部教授
　　作野　広和　氏

４．講演テーマ
人口減少社会における自
治体が果たすべき役割
～移住・交流の促進と

関係人口を中心に～

平成30年度
市町村自治研修会の

お知らせ
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森
林
を
健
全
な
状
態
で
育
て
る

た
め
に
は
、
自
然
に
任
せ
て
自
由

に
成
長
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
人

の
手
に
よ
る
定
期
的
な
手
入
れ
が

必
要
で
す
。

　

ほ
か
の
木
の
成
長
の
た
め
に
木

を
間
引
く
「
間
伐
作
業
」
で
伐
採

さ
れ
た
間
伐
材
が
木
材
価
格
の
低

迷
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
ま

ま
森
林
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
や
、

林
業
従
事
者
の
減
少
が
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
未

利
用
材
の
有
効
活
用
や
、
地
域
通

貨
を
用
い
た
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
、
出
荷
さ
れ
た
木

材
を｢

木
の
駅｣

が
地
域
通
貨
で

買
い
取
る
と
い
う
取
組
で
す
。
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
的
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
施
地

域
に
合
わ
せ
た
改
良
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
郷
村
で
実
施
し
て
い
る
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
木
の
駅

へ
出
荷
さ
れ
た
木
材
の
買
取
価
格

に
補
助
金
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
採
算
が
と
れ
な
い
た
め

伐
採
し
た
ま
ま
森
林
に
放
置
さ
れ

て
い
た
未
利
用
材
も
出
荷
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
木
材
は
建
材
、
特
に

角
材
に
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る

太
く
、
長
く
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の

に
高
値
が
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、
細

い
木
や
曲
が
っ
た
木
と
い
っ
た
建

材
に
不
適
格
な
木
材
は
市
場
価
値

が
低
い
た
め
、
手
間
と
時
間
を
か

け
て
森
林
か
ら
運
び
出
し
て
も
大

き
な
利
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
間
伐
材
の
中
で
も
太
さ

や
長
さ
が
不
足
し
て
い
る
も
の
は

出
荷
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
伐
採

し
た
ま
ま
山
に
放
置
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
材
の
買
取
価
格
が

上
昇
し
て
未
利
用
材
で
も
十
分
な

利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

今
後
は
出
荷
し
て
も
ら
え
る
よ
う

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は

新
郷
村
の
取
組
内
容

ま

ち
づくりへ

の

三戸郡

新
しん

郷
ごう

村
むら

人
と
自
然
と
の
共
存
に
向
け
て

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

森
林
資
源
の
活
用
と
地
域
の
活
性
化

　

面
積
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
森
林
が
占
め
て
い
る
新
郷
村
で

は
、
森
林
整
備
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
名
も｢

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

。

　

人
と
自
然
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
こ
の
取
組
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新郷村の豊かな森林
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に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
出
荷
で
は
、
運

搬
や
積
込
み
の
際
に
専
用
の
機
材

が
必
要
と
な
る
た
め
初
期
投
資
額

が
大
き
く
、
新
規
参
入
が
困
難
で

し
た
が
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
よ
り
簡
単
に
木
材
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
木
の
駅
で
集
荷
す

る
木
材
の
出
荷
規
格
を
低
く
す
る

こ
と
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
も
容
易

に
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
木
材
の
買
取
り
を
村

内
の
提
携
商
店
で
使
用
可
能
な
地

域
通
貨｢

郷
や
ま
券｣

で
支
払
う

こ
と
で
、
村
内
の
商
店
の
活
性
化

も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
駅
に
買
い
取
ら
れ
た
木
材

は
、
三
八
地
方
森
林
組
合
に
よ
っ

て
薪
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。
こ

の
未
利
用
材
を
使
用
し
た
薪
は
、

杉
と
雑
木
を
合
わ
せ
て
年
間
に
七

百
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
量
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
未
利
用
材
の
有
効
活
用

を
目
的
と
し
て
い
る
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
そ
の
取
組
は

木
材
出
荷
の
活
発
化
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
生
産
し
た
薪
を
よ
り
多
く
の

村
民
の
方
に
使
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
薪
の
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
推
進
補
助
や
、
新
郷
村
の
豊

か
な
自
然
を
後
の
世
代
に
残
す
た

め
の
造
林
事
業
へ
の
補
助
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
郷
村
の
村
営
温
泉
「
新
郷
温

泉
館
」
で
は
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
に
伴
い
、
薪
を
燃
料

と
す
る
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
新
た
に
導

入
し
ま
し
た
。
冬
季
や
厳
冬
期
に

は
消
費
量
が
増
加
す
る
も
の
の
、

一
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
量
の
薪

で
一
日
分
の
燃
料
を
賄
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
重
油
を
燃
料
と

し
て
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
に
よ
っ
て
重
油
の
消
費
量
を
大

幅
に
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
一
年
間
に
十
万
リ
ッ
ト
ル

の
重
油
が
消
費
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
使
用
に
よ
っ

て
、
こ
の
内
の
八
万
リ
ッ
ト
ル
分

の
重
油
を
薪
で
代
替
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
と
二
酸
化
炭
素
を
排

出
す
る
だ
け
の
石
油
や
石
炭
と
は

異
な
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は

原
料
で
あ
る
樹
木
が
成
長
の
過
程

で
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
光
合
成

で
消
費
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
重
油
消
費
量

の
八
割
を
薪
で
代
替
す
る
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
排
出
し
て
い
た
年

間
二
百
十
七
ト
ン
分
の
二
酸
化
炭

素
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
重
油
の
購
入

費
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
約
八
百

万
円
が
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
加
工
さ
れ
た
薪
の
購
入
を
通
し

て
地
域
経
済
へ
と
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
一
般
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
業
用
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
に
も
薪
ス

ト
ー
ブ
や
薪
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
郷

村
温
泉
館
の
よ
う
な
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
削
減
と
い
っ
た
効
果
だ

け
で
な
く
、
新
郷
村
で
生
産
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
新
郷
村
で
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

と
い
っ
た
効
果
や
、
薪
を
生
産
し

て
い
る
三
八
地
方
森
林
組
合
で
の

雇
用
の
増
加
と
い
っ
た
効
果
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
出
荷
登
録
者
は
設
立
当
初
こ
そ

五
十
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
現
在
は

八
十
六
名
ま
で
増
加
し
、
そ
の
中

に
は
若
者
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
周
知
す
る

こ
と
で
、
登
録
者
数
の
増
加
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

新
郷
村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と

し
た
、
森
と
人
と
の
共
存
に
向
け

た
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
新
郷
村
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
新
郷
村

役
場
産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。【
０
１
７

８（

７
８）

２
１
１
１
】

薪
を
使
っ
た
新
郷
温
泉
館

木の駅から木材を出荷する軽トラック

薪割りを体験する緑の少年団員

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

新郷村温泉館
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町 村 ト ピ ッ ク ス

食
と
観
光
の
拠
点
施
設
『
ふ
じ
さ
き
食

彩
テ
ラ
ス
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

玉
松
海
ま
つ
り

　今年も「中泊町ビーチサッカー青森
県大会inこどまり」が、折腰内ビーチ
で開催されます。太陽に照らされ、熱
くなった砂浜の上で、選手たちの激闘
が繰り広げられます。
○開催日　７月14日（土）・15日（日）
○場所　中泊町折腰内ビーチ
　※参加申込み受付は既に終了

北津軽郡

な
か
ど
ま
り
ま
ち

中
泊
町

第
23
回
中
泊
町
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

青
森
県
大
会
in
こ
ど
ま
り

南津軽郡

ふ
じ
さ
き
ま
ち

藤
崎
町

　「玉松海まつり」は毎年８月第一日
曜日に玉松海水浴場で開催されます。
宝探しゲームやトマトジュース早飲み
大会など、参加型の楽しい企画が盛り
だくさんのイベントです。新鮮なホタ
テの貝焼きの振る舞いや、豪華賞品の
プレゼントなどもあり、多くの参加者
で賑わいます。
○日時　８月５日（日）　10時～14時
　※天候等により、内容が変更になる
　　場合があります。

東津軽郡

よ
も
ぎ
た
む
ら

蓬
田
村

　キャラクターショーや有名ゲスト歌
謡ショー、誰でも参加可能なチャレン
ジコーナーもある大人から子どもまで
楽しめるイベントです。夜には花火大
会も開催されますので、皆さまお誘い
合わせの上、ご来場ください。
○日時　８月16日（木）11：00～
○場所　七戸中央公園

上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り

問い合わせ先　小泊観光協会
　　　　　　　TEL 0173-64-3700（代）

問い合わせ先　ふじさき食彩テラス事務局
　　　　　　　TEL 0172-26-6901

問い合わせ先　蓬田村観光協会
　　　　　　　TEL 0174-27-2450

　国道７号沿いの「食彩ときわ館」が「ふ
じさき食彩テラス」としてリニューアル
オープンしました。
　充実した新鮮野菜や農産加工品の販売
コーナーのほか、ご当地ソフトクリームや
スイーツが楽しめるカフェコーナーもござ
います。ランチタイム（午前11時～午後２
時）にはビュッフェレストラン（バイキン
グ形式）で藤崎産の食材を使用したおいし
いグルメも堪能できますので、皆さんお誘
い合わせの上、ぜひご来館ください！
○営業時間　午前９時～午後６時
○定休日　　８月13日（午後）～14日
　　　　　　12月31日（午後）～１月４日

問い合わせ先　しちのへ夏まつり実行委員会（商工観光課内）
　　　　　　　TEL 0176-62-2137
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　「おいらせ全国将棋祭り」では、た
くさんのプロ棋士を呼びさまざまな将
棋のイベントを開催します。対局者の
盤上に合わせて子どもたちが駒役とな
り巨大な将棋盤マットの上を駆け回る
「子ども人間将棋」や女流棋士公式戦
である「倉敷藤花戦おいらせ対局」な
ど盛りだくさんの内容です。
○開催日／会場
　８月25日（土）／イオンモール下田
　　　26日（日）／みなくる館

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

お
い
ら
せ
全
国
将
棋
祭
り

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

　田子牛の丸焼きやバーベキューで、
田子町の特産品「たっこにんにく」と
「田子牛」を存分に味わうことのでき
るイベントです。食べるだけではなく、
世界にんにく飛ばし大会や、田子まる
ごと抽選会などの来場者参加型イベン
トもあります。皆様お誘い合わせのう
え、ぜひご来場ください。
○日時　９月29日（土）・30日（日）
○場所　創遊村229スキーランド三戸郡

た
っ
こ
ま
ち

田
子
町

問い合わせ先　全国将棋祭り実行委員会（社会教育・体育課内）
　　　　　　　TEL 0178-56-4276

問い合わせ先　田子町役場　産業振興課　商工振興グループ
　　　　　　　TEL 0179-20-7114

問い合わせ先　東通村牧場まつり実行委員会
　　　　　　　（東通村役場 つくり育てる農林水産課 農林振興グループ）
　　　　　　　TEL 0175-27-2111

第
33
回に

ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り

２
０
１
８

東
通
村
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

　平成30年７月29日（日）東通村営第
二牧場にて東通村ふれあい牧場まつり
が開催されます。
　広大なふれあい牧場の中でバーベ
キュー。味も品質も大好評の東通牛を
たらふく味わおう。
　乗馬体験、かわいらしい動物とのふ
れあい体験など楽しいイベントもあ
り、大自然の中で一日中楽しめます。

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　43％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

○平成29年１月からロードサービスが自動付帯

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
の
損
害
に

対
し
て
総
合
的
に
保
険
金
を
支
払

う
保
険
制
度
で
あ
る
。
万
が
一
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
落
ち

着
い
て
損
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
災

害
対
策
費
用
保
険
で
は
今
年
度
か

ら
消
防
団
員
の
出
動
手
当
も
対
象

と
な
っ
た
。
避
難
勧
告
等
の
発
令

件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

ご
一
考
願
い
た
い｣

と
説
明
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
事
務
局
が
総
合

賠
償
保
険
加
入
依
頼
書
の
取
扱
い

及
び
平
成
二
十
九
年
度
の
取
扱
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
、
本
保
険
制

度
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。

　

本
会
は
四
月
二
十
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補
償

保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
担
当

者
三
十
名
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
会

の
小
笠
原
常
務
理
事
が｢

本
保
険

制
度
の
趣
旨
は
、
市
町
村
が
法
律

上
の
賠
償
金
の
支
出
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
、
賠
償
問
題
の
ス
ム
ー
ズ

な
解
決
に
よ
り
行
政
運
営
の
円
滑

化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。
今

後
と
も
本
保
険
制
度
に
ご
協
力
を

賜
り
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
本
保
険
幹
事
会
社
で

あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜（

株）

の
小
沢
課
長
か
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
総
合
賠
償
保
険
の

概
要
や
事
故
処
理
、
ま
た
、
災
害

対
策
費
用
保
険
に
つ
い
て
、
同
社

青
森
支
店
法
人
支
社
の
田
中
敦
特

命
課
長
及
び
青
森
保
険
金
サ
ー
ビ

ス
課
の
加
藤
義
大
副
長
か
ら｢

総

合
賠
償
保
険
制
度
は
、
町
村
等
が

所
有
、
使
用
、
管
理
す
る
施
設
の

瑕
疵
お
よ
び
町
村
等
の
業
務
遂
行

上
の
過
失
に
起
因
す
る
事
故
に
つ

い
て
、
町
村
等
が
法
律
上
の
損
害

総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会挨拶をする小沢課長
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
は
六
月
十
二
日
、
青
森
市

の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
災
害

共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村

及
び
一
部
事
務
組
合
等
の
事
務
担

当
者
約
百
十
名
。

　

本
会
の
小
笠
原
常
務
理
事
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
日
本
生
命
保
険

相
互
会
社
青
森
支
社
支
社
法
人
職

域
部
の
稲
崎
部
長
か
ら｢

共
済
制

度
で
は
若
年
層
の
加
入
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
若
年

層
が
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
制
度

変
更
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
任
意
共
済
保
険
や
医
療
保
障

保
険
の
年
齢
上
限
の
引
上
げ
等
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た｣

と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

打
合
会
で
は
、
全
国
町
村
会
災

害
共
済
部
公
有
物
件
課
の
田
中
課

長
及
び
同
課
の
堀
田
調
査
役
か
ら

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
公

有
建
物
共
済
事
業
の
概
要
の
ほ

か
、
公
有
建
物
共
済
加
入
物
件
の

共
済
基
準
額
の
見
直
し
の
重
要
性

や
、
建
物
災
害
共
済
金
を
請
求
す

る
際
の
留
意
点
等
、
過
去

の
査
定
事
例
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は

弔
慰
金
、
個
人
年
金
共
済
、

任
意
共
済
、
生
協
火
災
・

自
動
車
共
済
の
各
事
業
内

容
や
、
自
動
車
事
故
処
理

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ

か
、
車
両
保
険
幹
事
会
社

で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
株
式
会
社
青

森
支
店
法
人
支
社
の
上
村

特
命
課
長
よ
り
車
両
共
済
、

生
協
特
定
疾
病
の
説
明
が

あ
っ
た
。

各
種
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会

建物共済事業について説明する田中公有物件課長
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随 想
第38話

成
なり

田
た

　　誠
まこと

プロフィール
町経済課長。
現在１期目、65歳。

板柳町長

　

板
柳
町
は
、「
津
軽
富
士
」
岩

木
山
を
背
景
に
、
岩
木
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
育
ま
れ
た
津
軽
平
野
の
中

央
に
位
置
し
、「
り
ん
ご
の
里
」

と
呼
ば
れ
る
全
国
で
も
有
数
の
り

ん
ご
産
地
で
す
。

　

五
月
に
は
白
い
り
ん
ご
の
花
が

咲
き
乱
れ
、
実
り
の
秋
に
は
赤
い

り
ん
ご
が
一
面
を
埋
め
尽
く
し
、

町
じ
ゅ
う
に
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が

漂
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
は
り
ん
ご
の
授
粉
作

業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
マ
メ

コ
バ
チ
に
感
謝
す
る「
マ
メ
コ
バ

チ
感
謝
祭
」、
夏
は
り
ん
ご
の
豊

作
を
願
う「
り
ん
ご
灯
ま
つ
り
」、

秋
は
真
っ
赤
に
実
っ
た
り
ん
ご
の

下
で
の「
ま
る
か
じ
り
ウ
ォ
ー
ク
」

と
、
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
行
事

も
り
ん
ご
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、

ま
さ
に
、
り
ん
ご
と
と
も
に
歩
ん

で
い
る
町
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
に
開
催
さ
れ
た

「
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り
リ
レ
ー
」

（
自
分
の
手
を
使
わ
ず
相
手
に
リ

ン
ゴ
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
リ

レ
ー
）
で
は
、
千
百
一
人
の
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
り
ん
ご
が
取
り
持
つ
縁

で
交
流
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
七

年
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン

ト
ン
州
ヤ
キ
マ
市
と
姉
妹
都
市
を

提
携
、
平
成
五
年
に
は
中
国
北
京

市
昌
平
区
と
友
好
協
定
を
締
結
し
、

り
ん
ご
を
通
し
た
国
際
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

板
柳
町
の
り
ん
ご
栽
培
の
歴
史

は
古
く
、
今
か
ら
お
よ
そ
約
百
四

十
年
前
、
明
治
九
年
に
数
本
の
り

ん
ご
苗
木
が
町
に
導
入
さ
れ
た
こ

と
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　

今
で
は
、
全
国
の
町
村
で
は
り

ん
ご
の
栽
培
面
積
、
生
産
量
と
も

に
日
本
一
で
、
文
字
ど
お
り「
り

ん
ご
の
里
板
柳
」
と
し
て
、
り
ん

ご
に
こ
だ
わ
っ
た
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
核
と
な
る
施
設
が「
板
柳

町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
」
で
、
学

ん
で
、遊
ん
で
、泊
ま
れ
る
、様
々

な
施
設
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

に
来
れ
ば
り
ん
ご
の
す
べ
て
が
わ

か
る
、
ま
さ
に
施
設
全
体
が
り
ん

ご
の
博
物
館
と
い
え
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
園
に
囲
ま
れ
た
広
大
な

敷
地
に
は
、
り
ん
ご
加
工
場
や
り

ん
ご
資
料
室
、
産
直
施
設
、
り
ん

ご
も
ぎ
と
り
園
を
配
置
し
て
い
る

ほ
か
、
り
ん
ご
を
素
材
と
し
た
お

菓
子
や
陶
芸
、
草
木
染
な
ど
色
ん

な
体
験
が
で
き
る
工
芸
館
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
総
ひ
ば
づ
く
り
の
コ

テ
ー
ジ
や
温
泉
大
浴
場
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
な
ど

の
施
設
が
点
在
し
、
町
民
の
交
流

の
場
や
、
観
光
客
の
く
つ
ろ
ぎ
の

場
と
し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
り
ん
ご
を
ま

る
ご
と
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
核
に
ア
ッ

プ
ル
モ
ー
ル
や
昔
な
が
ら
の
酒
蔵
、

農
家
民
泊
な
ど
と
連
携
し
、
点
と

線
で
結
び
板
柳
町
全
体
を
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
化
し
、
滞
在
型
体
験

観
光
を
進
め
な
が
ら
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
農
家
所
得
の
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
会
に
は
な
い「
豊
か

さ
」
と
い
う
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
全

国
に
発
信
し
て
、
若
者
で
活
気
が

あ
ふ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、

そ
ん
な
町
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

板
柳
町
は
、
こ
れ
か
ら
も
り

ん
ご
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か

し
、「
よ
り
豊
か
な
、
よ
り
快
適

な
、
よ
り
元
気
な
り
ん
ご
の
里
板

柳
」
を
め
ざ
し
、
色
ん
な
こ
と
に

挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

よ
り
豊
か
な
、
よ
り
快
適
な
、

よ
り
元
気
な
「
り
ん
ご
の
里
板
柳
」

を
め
ざ
し
て
！りんごまるかじりリレー　ギネス記録達成

板柳町ふるさとセンター


